
●研究概要

メタンガス発電の排ガスには窒素酸化物（600-2000ppm）が含まれており、植物の葉などを壊死させるためそのま
までは農事利用できない。そこで、ガラス繊維式ガス吸収装置（公害防止機器研究所製）を用いて鈴与商事と排ガ
ス中の窒素酸化物を10ppm以下に落とし、農事利用する実証プラントを建設した。

排ガス中の炭酸ガスの農事利用
利点

 光合成促進による生育期間の短減
 呼吸ストレスによる作物の糖度増加
 呼吸ストレスによる作実量の増加
 窒息による防虫効果
 温室効果による暖房費の低減

留意点
 NOx、SOxによる細胞壊死
炭酸ガスの濃度調節等が難しい
炭酸ガスの貯蔵・運搬が難しい
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●研究内容

NO触媒酸化、NOオゾン酸化およ
びNOx水吸収プロセスを組合せ、
NOxを98%以上（10ppm以下）に
する技術をもとに、メタンガス発
電システム排ガスの炭酸ガスの
農事利用を検討し、一定の成果
を得た。今後、炭酸ガスの貯留・
輸送方法の確立が課題となる。


